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あとがき

⽛2040年問題⽜という深刻な課題がある。
2025年には，団塊の世代が後期高齢者（75歳
以上）に達し，医療や介護の必要性が急増す
ると予測されているが，さらに 2040年には，
65歳以上の高齢者の人口が最大になるとさ
れる。
2018年 5月に政府が発表した⽛2040年を
見据えた社会保障の将来見通し⽜によると，
医療や介護，年金などの社会保障給付費が
190兆円，2018年の 1.6倍になると予測され
ている。2040年には，高齢化により世界的
に見てもパーキンソン病患者が激増すると予
測されているように1)，疾患の構成にも大き
な影響が生じ，認知症，脳血管障害，神経変
性疾患を患う高齢者はさらに増加するだろ
う。いまから 20年後，日本の医療や社会は
維持できるのだろうか。医療による対策とし
て重要なのは，健康寿命を伸ばし，要介護率
を減らすことである。これはまさに認知症，
脳血管障害，神経変性疾患，転倒・骨折・運
動器障害の進行を抑制し予防することであ
り，脳神経内科医の果たす責任はより重いも
のとなる。
しかし，超高齢者に対する神経学は，少な
くとも 3つの意味で，従来のものとは異なる
難しさがある。第 1に，超高齢者の神経学的
診察は難しい。古典的な神経診察が超高齢者
を対象とはしていない状況で生まれ発展した
ことから，私たちは超高齢者の神経診察に慣
れていない。例を挙げれば，老年医学の領域
で頻用されるフレイルやサルコペニアという
所見が，神経診察所見として述べられる場面

は稀であり，神経学に馴染まない印象さえあ
る。今後，小児神経学的診察のように，超高
齢者を対象とした神経診察を構築していく必
要性を感じる。
第 2に，超高齢者の病態の理解は難しい。
超高齢者では，加齢による脳および運動器の
生理的変化に加え，複数の疾患を合併するこ
とにより，病態が修飾され，症候や検査所見
が複雑化し，診断や重症度の判断が難しくな
る。より高度の臨床力が求められる。
第 3に，超高齢者の治療とケアは難しい。
超高齢者では薬剤の代謝が変わること，複数
の疾患を合併することなどにより，十分な治
療ができないことがある。さらに，そもそも
ほとんどの臨床試験では，超高齢者が対象に
含まれていない。つまり超高齢者に対する治
療のエビデンスを新たに築いていく必要があ
る。また超高齢者では認知機能の低下によ
り，治療やケアに対する自己決定能力が十分
でない場面が推測され，臨床倫理的に適切に
対応する必要がある。
以上のように，超高齢者に対する医療を行
い，⽛2040年問題⽜を克服するために，私た
ちはこれから多くのことを学ぶ必要がある。
その意味でも，⽛超高齢期の精神神経疾患を
診る⽜という本特集は，現状を考え，今後の
課題を見据えるうえで重要な示唆を与えるも
のとなったと思う。

（下畑享良）
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